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★
京
都
に
は
歴
史
都
市
、
芸
術
都
市
、
学

術
都
市
、
文
化
都
市
と
色
々
な
冠

か
ん
む
りが

付
け

ら
れ
る
。
古
い
歴
史
的
建
造
物
、
優
れ
た

景
観
、
京
大
、
市
立
京
都
芸
術
大
学
を
は

じ
め
と
す
る
多
く
の
大
学
の
存
在
が
、
そ

の
名
前
の
裏
づ
け
と
な
っ
て
い
る
。
★
今
で
こ
そ
、
洋

画
、
日
本
画
も
、
東
京
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
が
、
か
っ

て
、
京
都
に
は
多
く
の
優
れ
た
日
本
画
家
が
活
躍
し
て
お

り
、
京
都
画
壇
は
東
京
と
双
璧
の
地
位
に
あ
り
、
東
京
何

す
る
も
の
ぞ
と
い
う
日
本
画
家
の
気
概
が
あ
っ
た
。
★
日

本
画
家
を
多
く
輩
出
し
た
の
が
現
在
の
市
立
京
都
芸
術

大
学
で
あ
る
。
京
都
芸
大
は
、
明
治
13
年
に
創
立
さ
れ
た

京
都
府
画
学
校
を
前
身
と
す
る
。
明
治
22
年
に
京
都
市
に

移
管
さ
れ
、
幾
度
か
校
名
が
改
称
さ
れ
た
が
、
昭
和
25
年

に
市
立
京
都
芸
術
大
学
と
な
り
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

★
京
都
市
に
移
管
さ
れ
、
130
年
以
上
の
歴
史
が
経
過
し

た
。
そ
の
間
、
多
く
の
高
名
な
画
家
が
巣
立
ち
、
芸
術
院

会
員
、
文
化
勲
章
の
栄
誉
に
輝
い
た
人
は
、
枚ま

い
挙き

ょ
に
暇い

と
まが

な
い
。
文
化
芸
術
都
市
京
都
の
誇
り
で
あ
る
。
ま
さ
に
京

都
に
芸
大
が
あ
っ
て
良
か
っ
た
言
う
べ
き
存
在
で
あ
る
。

★
歴
史
と
伝
統
あ
る
京
都
芸
大
で
あ
る
が
、
芸
大
運
営
に

は
、
毎
年
15
億
超
の
費
用
が
必
要
で
あ
る
。
京
都
市
の
学

生
が
少
な
い
こ
と
も
あ
り
、
京
都
市
の
財
政
事
情
で
は
維

持
は
難
し
い
と
国
立
へ
の
移
管
を
求
め
よ
と
市
議
会
で
論

議
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
。
★
芸
大
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
文

化
都
市
京
都
の
価
値
が
高
ま
っ
て
い
る
と
、
京
都
市
当
局

の
英
断
で
、
市
立
大
学
と
し
て
継
続
し
て
い
る
。
そ
の
芸

大
に
厄
介
な
問
題
が
浮
上
し
て
き
た
。
京
都
造
形
大
学
が

文
科
省
に
、
京
都
芸
術
大
学
と
名
称
を
変
更
す
る
申
請
を

し
た
。
そ
れ
に
対
し
京
都
市
は
、
営
々
と
築
き
上
げ
た
芸

大
の
ブ
ラ
ン
ド
の
使
用
は
許
さ
な
い
と
、
法
的
手
段
に
訴

え
た
。
双
方
の
大
学
同
志
の
話
合
い
に
期
待
し
た
い
。

令和元年
No.316

フランスで開催されたG7に出席した安倍総理（出典：首相官邸ホームページ）

世
界
の
安
定
に
安
倍
首
相
の
手
腕

老、壮、青の改造内閣
国の内外で問題噴出

老、壮、青の改造内閣
国の内外で問題噴出

恒 心

9
月
11
日
、
内
閣
改
造
が
行
わ
れ
た
。
今
回
の
改
造
で
は
、
17
人
に

も
上
る
大
幅
な
入
れ
替
え
が
あ
っ
た
。
最
年
少
は
37
才
の
小
泉
進
次
郎

氏
、
最
高
齢
は
78
才
の
竹
本
直
一
氏
。
ま
さ
に
老
、
壮
、
青
と
ま
ち
ま

ち
で
あ
る
。
内
閣
人
事
は
あ
く
ま
で
も
、
適
材
適
所
が
原
則
で
あ
る
。

与
え
ら
れ
た
職
責
を
全
う
し
て
も
ら
い
た
い
。
10
月
4
日
か
ら
臨
時
国

会
が
召
集
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
安
倍
首
相
と
し
て
は
、
穏
や
か
に
、

臨
時
国
会
を
乗
り
切
り
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
野
党
は
、
臨
時
国
会

ま
で
に
新
し
い
閣

僚
の
問
題
点
を
洗

い
出
し
、
国
会
で

追
及
す
る
構
え
を

見
せ
て
い
る
。
10

月
1
日
か
ら
消
費

税
が
増
税
さ
れ

る
。
日
韓
問
題
、

米
中
貿
易
摩
擦
、

イ
ギ
リ
ス
の
Ｅ
Ｕ

離
脱
、
香
港
の
デ

モ
等
、
内
外
の
問

題
が
目
白
押
し
で

あ
る
。
日
本
の
政

治
の
安
定
が
、
世

界
の
政
治
、
経
済

の
安
定
に
大
き
く

貢
献
し
て
い
る
と

言
わ
れ
て
い
る
。

諸
課
題
に
対
処
す

る
安
倍
首
相
の
手

腕
に
期
待
し
た

い
。

9月 号
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菅官房長官に要望書を手渡す二ノ湯府連会長

現
時
点
で
の
政
府
の
対
応
状
況

自
民
党
京
都
府
連
議
員
首
相
官
邸
を
訪
問

被
害
者
、
京
ア
ニメ
支
援
の
要
望

に
対
し
て
適
切
な
対
応
を
さ
れ
る
よ
う

要
望
し
ま
す
。

3
、
今
回
の
爆
発
火
災
を
受
け
、
国
内
外

か
ら
寄
せ
ら
れ
る
寄
付
金
や
見
舞
金
な

ど
の
受
入
れ
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
、

必
要
な
税
制
上
の
特
例
措
置
を
検
討
す

る
こ
と
を
要
望
し
ま
す
。

4
、
同
様
の
事
件
の
発
生
を
防
止
す
る
観

点
か
ら
、
給
油
取
扱
所
に
お
け
る
ガ
ソ

リ
ン
の
容
器
へ
の
詰
め
替
え
販
売
に
つ

い
て
、
安
全
対
策
を
徹
底
し
、
制
度
改

正
も
含
め
た
必
要
な
措
置
を
検
討
す
る

こ
と
を
要
望
し
ま
す
。

1
、
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
や
そ
の
ご

家
族
、
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
々
に
対
す
る

犯
罪
被
害
者
給
付
金
の
支
給
等
、
被
害
者

の
支
援
に
万
全
を
期
す
よ
う
要
望
し
ま
す
。

2
、
近
隣
住
民
の
ケ
ア
の
必
要
性
と
し
て
、

京
都
府
・
京
都
市
は
、
心
の
ケ
ア
な
ど
に

つ
い
て
必
要
な
支
援
を
行
う
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。
政
府
に
お
い
て
は
地
元
自
治
体

7
月
18
日
、
京
都
市
伏
見
区
桃
山
町
因
幡
に

あ
る
㈱
京
都
ア
ニ
メ
―
シ
ョ
ン
第
1
ス
タ
ジ
オ

で
ガ
ソ
リ
ン
を
使
っ
た
放
火
に
よ
り
、
35
名
の

尊
い
命
が
失
わ
れ
、
負
傷
者
も
33
名
を
数
え
、

前
代
未
聞
の
大
惨
事
と
な
っ
た
。
凶
悪
な
犯
罪

に
よ
っ
て
大
事
故
が
引
き
起
こ
さ
れ
た
こ
と
は

胸
が
締
め
付
け
ら
れ
る
思
い
で
あ
る
。
同
社
は

若
者
に
夢
を
与
え
る
コ
ン
テ
ン
ツ
産
業
の
草
分

け
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
る
と
共
に
、
従
業
員

を
大
切
に
し
、
将
来
有
望
な
ク
リ
エ
イ
タ
ー
の

育
成
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、
我
が
国
の
コ
ン

テ
ン
ツ
産
業
を
支
え
る
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

8
月
5
日
、
自
民
党
京
都
府
連
所
属
の
国
会
、

府
議
会
、
市
会
議
員
が
、
首
相
官
邸
を
訪
れ
、

菅
官
房
長
官
に
被
害
者
及
び
会
社
支
援
の
た
め

に
左
記
の
事
項
を
要
望
を
し
た
。

①
◎
犯
罪
被
害
者
給
付
金
に
つ
い
て
は
、
被
害

者
、
遺
族
の
申
請
に
基
づ
き
支
給
の
手
続
き

が
開
始
さ
れ
る
が
、
現
時
点
で
申
請
が
な
さ

れ
て
い
な
い
た
め
、
着
手
し
て
い
な
い
。
後

日
申
請
が
あ
れ
ば
対
応
す
る
予
定
。

　

◎
地
域
住
民
の
不
安
解
消
の
た
め
、
パ
ト

ロ
ー
ル
の
強
化
等
の
対
策
は
し
て
い
る
。

②
◎
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
「
強
い
精
神
的
苦
痛
」
対
策
や
、

事
件
に
伴
う
生
活
環
境
の
悪
化
等
に
つ
い
て

は
、
被
害
者
並
び
に
遺
族
に
限
っ
て
要
望
を

調
査
、
対
応
し
て
い
る
。

　

◎
現
場
近
隣
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
警
察
庁

の
所
管
外
と
な
り
、
自
治
体
等
と
の
連
携
の

下
、
必
要
な
対
策
を
講
じ
て
い
く
こ
と
に
な

る
。

③
◎
寄
付
の
支
払
い
側
の
課
税

　

国
税
は
個
人
分
を
寄
付
金
控
除
扱
い
、
法
人

分
は
損
金
算
入
可
能
に
す
る
こ
と
で
非
課
税

化
、
地
方
税
は
ふ
る
さ
と
納
税
扱
い
し
、
寄

附
控
除
す
る
こ
と
で
国
税
庁
と
合
意
済
み
。

　

◎
寄
付
の
受
け
取
り
側
の
課
税

　

寄
付
金
を
被
害
者
、
遺
族
に
分
配
す
る
際
、

「
見
舞
金
が
社
会
通
念
上
相
当
の
範
囲
」
で

あ
れ
ば
、
贈
与
の
確
認
や
課
題
の
洗
い
出
し

を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
対
応
す
る
予
定
。

④
◎
令
和
元
年
7
月
25
日
に
関
係
各
所
に
対

し
、
通
知
を
発
令
し
、
携
行
缶
等
へ
の
ガ
ソ

リ
ン
の
詰
め
替
え
販
売
に
つ
い
て
は
、
身
分

証
明
の
確
認
、
使
用
目
的
確
認
、
販
売
記
録

作
成
な
ど
を
要
請
。

9
月
11
日
、
参
議
院
自
由
民
主
党
の
新
し
い

役
員
人
事
が
決
ま
り
、
二
ノ
湯
智
議
員
は
、
前

回
に
引
き
続
き
政
策
審
議
会
会
長
代
理
に
就
任

し
た
。
政
策
審
議
会
は
、
法
案
審
査
を
行
う
重

要
な
ポ
ス
ト
で
あ
り
、
政
策
を
勉
強
す
る
格
好

の
場
所
で
も
あ
る
。
代
理
で
は
あ
る
が
、
自
民

党
政
務
調
査
会
、
与
党
政
策
責
任
者
会
議
へ
の

出
席
は
義
務
で
あ
る
し
、
か
な
り
の
時
間
が
割

か
れ
、
な
か
な
か
忙
し
い
ポ
ス
ト
で
あ
る
。
今

回
の
人
事
で
、
西
田
昌
司
参
議
院
議
員
は
、
以

前
と
同
じ
、
国
会
対
策
委
員
長
代
行
を
続
投
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
新
し
い
役
員
の
構
成
メ
ン

バ
ー
は
次
の
通
リ
で
あ
る
。

参
議
院
自
民
党
人
事

二
ノ
湯
議
員
、

引
き
続
き
政
審
会
長
代
理

議員会長	 関 口 昌 一（埼玉県）

幹事長	 世 耕 弘 成（和歌山県）

幹事長代理	 石 井 準 一（千葉県）

政策審議会会長	 松 山 政 司（福岡県）

　　　　　会長代理	 二 之 湯  智（京都府）

	 藤 井 基 之（比例区）

国会対策委員長	 末 松 信 介（兵庫県）

　　　　委員長代行	 西 田 昌 司（京都府）

　　　　委員長代理	 牧野 たかお（静岡県）

要
望
事
項
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4
月
6
日
の
知
事
選
挙
と
同
時
に
執
行
さ
れ
る
3
選
挙
区

の
予
定
候
補
者
の
ポ
ス
タ
ー
が
完
成
し
た
。

観光二之湯会幹事会で挨拶する二之湯武史

京
都
日
韓
親
善
協
会
新
会
長

天
江
喜
七
郎
氏
を
選
任

木
村
衆
議
院
議
員
は
、
就
任
に
当
た
っ
て
、

次
の
よ
う
に
抱
負
を
語
っ
た
。

「
こ
の
た
び
総
務
大
臣
政
務
官
を
拝
命
し
ま

し
た
。
私
自
身
は
医
療
職
出
身
で
、
こ
れ
ま
で

の
厚
労
行
政
と
は
違
う
分
野
で
の
就
任
と
な

り
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
が
い
た
し
ま
す
。

幸
い
な
こ
と
に
、
わ
が
京
都
に
は
副
大
臣
経

験
者
で
あ
る
二
ノ
湯
智
府
連
会
長
と
い
う
総
務

行
政
の
大
先
輩
が
お
ら
れ
ま
す
。
ご
指
導
い
た

だ
き
な
が
ら
、
高
市
早
苗
大
臣
を
お
支
え
し
て

ま
い
る
所
存
で
す
。

私
は
情
報
通
信
、
放
送
行
政
、
郵
政
行
政
、

郵
政
民
営
化
な
ど
を
担
当
し
ま
す
。
大
臣
・
副

大
臣
と
の
初
顔
合
わ
せ
で
は
、
台
風
15
号
の
被

害
状
況
や
、
海
外
の
危
機
管
理
、
情
報
通
信
イ

ン
フ
ラ
整
備
の
好
事
例
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合

い
ま
し
た
。
9
月
19
日
に
は
被
災
地（
南
房
総

市
）の
通
信
施
設
、
携
帯
電
話
基
地
局
の
被
災

状
況
を
視
察
し
ま
し
た
。
概
ね
携
帯
電
話
は
復

旧
済
み
で
し
た
が
、
不
通
の
原
因
の
8
割
は
停

電
で
す
。
倒
木
に
よ
る
停
電
は
昨
年
京
都
で
も

起
き
ま
し
た
。
災
害
時
の
情
報
イ
ン
フ
ラ
の
整

備
と
と
も
に
無
電
柱
化
の
必
要
性
を
あ
ら
た
め

て
実
感
し
ま
し
た
。」

京
都
日
韓
親
善
協
会
は
全
国
的
に
見
て
も
古

い
歴
史
を
誇
っ
て
い
た
が
、
西
村
清
次
会
長

（
京
都
中
央
信
用
金
庫
理
事
長
）が
亡
く
な
っ
て

以
後
、
暫
く
活
動
を
中
断
し
て
い
た
。
平
成
19

年
、
日
韓
親
善
協
会
中
央
会
か
ら
、
当
時
の
裏

千
家
千
玄
室
宗
匠
に
京
都
に
於
い
て
活
動
を
復

活
し
て
欲
し
い
と
言
う
要
請
が
あ
っ
た
。
そ
れ

を
機
会
に
、
千
会
長
、
二
ノ
湯
理
事
長
の
コ
ン

ビ
で
、
再
ス
タ
ー
ト
し
た
。
そ
の
間
、
全
国
の

ど
の
協
会
よ
り
も
、
活
発
な
活
動
を
繰
り
広
げ

て
き
た
。
特
に
朝
鮮
通
信
使
の
再
現
行
列
の

復
活
は
特
筆
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
長
年

協
会
の
活
動
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た

千
会
長
が
、
昨
年
10
月
、
勇
退
を
表
明
さ
れ
た

以
降
、
二
ノ
湯
理
事
長
を
中
心
に
、
後
継
の
会

長
を
探
し
て
い
た
。
日
韓
関
係
は
戦
後
最
悪
の

状
態
だ
と
言
わ
れ
て
お
り
、
人
選
は
難
航
し
た

が
、
ソ
ウ
ル
大
使
館
公
使
の
経
験
も
あ
り
、
韓

国
通
の
天
江
喜
七
郎
氏
が
新
し
い
会
長
に
就
任

す
る
こ
と
を
承
諾
し
た
。

天江会長

天江氏の経歴
1943年12月26日生。仙台市出身。1967
年一橋大学法学部卒業。外務省入省。モ
スクワ大学でロシア語研修を受けた後、
モスクワ日本大使館勤務。在韓日本文化
院院長（文化担当参事官・公使）。ソ連崩
壊時の在ソヴィエト連邦日本大使館公使。
シリアアラブ共和国特命全権大使。駐ウ
クライナ特命全権大使。初代関西担当大
使。外務省参与を経て、国立京都国際会
館館長。

　
御
礼
の
ご
挨
拶

二
之
湯
武
史
で
す
。
7
月
の
参
議
院
選
挙
に
お

き
ま
し
て
、
皆
さ
ま
に
は
本
当
に
大
き
な
お
力
添

え
を
頂
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

私
の
力
不
足
で
、
ご
期
待
に
応
え
ら
れ
な
か
っ

た
こ
と
を
大
変
残
念
に
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

私
に
至
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
多
々
あ
っ
た
こ
と
を

深
く
反
省
し
て
お
り
ま
す
。

6
年
間
の
私
の
実
績
や
今
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
十

分
に
伝
え
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
教
訓
と
し
、
今

後
の
人
生
に
活
か
し
て
い
く
所
存
で
す
。

こ
れ
か
ら
先
、
我
が
国
が
何
を
強
み
に
世
界
と

の
競
争
に
勝
ち
抜
い
て
い
く
の
か
、
大
き
く
変
化

す
る
東
ア
ジ
ア
の
安
全
保
障
を
ど
う
確
保
し
て
い

く
の
か
、
高
齢
化
・
人
口
減
少
社
会
を
ど
う
前
向

き
に
乗
り
切
る
の
か
、
民
間
人
の
立
場
か
ら
引
き

続
き
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

今
後
に
つ
い
て
皆
さ
ま
に
ご
心
配
を
お
か
け
し

て
い
る
と
存
じ
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
力
を
入
れ
て

き
た
分
野
、
特
に
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
、
ア
ー
ト
を

中
心
に
、
徐
々
に
活
躍
の
場
が
出
来
て
い
ま
す
。

近
い
う
ち
に
、
皆
さ
ん
に
活
躍
の
場
面
を
見
て

頂
け
る
よ
う
に
変
わ
ら
ず
走
り
続
け
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
今
後
と
も
御
指
導
の
程
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
元
年
9
月
吉
日

二
之
湯
　
武
史

木村弥生氏（京都３区）
総務大臣政務官に就任
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亀
岡
市
長
選
挙
現
職
桂
川
氏
を
推
薦桂川市長

一
、
Ｇ
Ｓ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
Ａ
協
定
を
廃
止
す
る
と
韓
国

が
、
わ
が
国
に
通
告
し
て
き
た
。
輸
出
管
理
問

題
を
、
安
全
保
障
に
絡
ま
せ
る
こ
と
は
決
し
て

許
さ
れ
る
こ
と
で
は
な
い
。
反
日
を
煽あ

お
る
た
め

に
は
、
手
段
を
選
ば
な
い
文
政
権
に
は
、
妥
協

し
て
は
な
ら
な
い
。

一
、
日
韓
関
係
は
こ
じ
れ
に
こ
じ
れ
て
し
ま
っ

た
。
日
本
、
ア
メ
リ
カ
と
の
同
盟
関
係
よ
り

も
、
自
ら
の
信
念
を
貫
き
、
北
朝
鮮
と
統
一
を

目
指
す
文
大
統
領
。
両
国
を
無
視
し
て
韓
国
は

安
全
保
障
を
確
立
し
て
、
経
済
運
営
を
う
ま
く

や
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。

一
、
ア
メ
リ
カ
大
統
領
の
安
全
保
障
担
当
補
佐

官
は
非
常
に
重
要
な
ポ
ス
ト
。
大
統
領
の
信
任

が
厚
く
、
見
識
豊
か
な
人
と
思
っ
て
い
た
が
、

ボ
ル
ト
ン
氏
の
突
然
の
解
任
で
驚
い
て
い
る
。

そ
れ
に
し
て
も
、
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の
高
官

が
、
次
々
と
交
代
し
て
、
大
丈
夫
だ
ろ
う
か
。

一
、
田
舎
の
役
所
に
原は

ら

戸
籍
を
申
請
し
、
自
分

の
先
祖
を
調
べ
る
こ
と
に
し
た
。
寺
に
あ
る
過

去
帳
か
ら
、
私
の
先
祖
は
、
6
代
前
ま
で
判
明

し
て
い
る
。
最
近
、
東
京
、
新
潟
、
岩
手
に
も

同
姓
が
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
そ
の
方
達

と
、私
と
は
ど
ん
な
関
係
な
の
か
、興
味
深
い
。

一
、
日
産
自
動
車
の
西
川
社
長
が
退
任
し
た
。

ゴ
ー
ン
氏
と
、
常
に
行
動
を
共
に
し
て
き
た
西

川
氏
に
、
責
任
が
な
い
の
か
と
疑
問
に
思
っ
て

い
た
。
違
法
で
は
な
い
が
、
株
価
操
作
で
多
く

の
報
酬
を
得
て
い
た
。
い
く
ら
弁
解
し
て
も
、

結
果
は
同
じ
穴
の
ム
ジ
ナ
だ
っ
た
。

一
、
高
齢
化
が
進
み
100
歳
以
上
の
方
が
、
全
国

で
7
万
人
を
突
破
し
た
。
今
後
益
々
増
え
て
い

く
こ
と
だ
ろ
う
。
私
は
13
日
で
75
才
の
誕
生
日

を
迎
え
、
い
わ
ゆ
る
後
期
高
齢
者
の
仲
間
入
り

を
し
た
。
一
日
も
長
く
健
康
長
寿
を
維
持
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

一
、
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
１
９

が
、
20
日
か
ら
始
ま
っ
た
。
11
月
2
日
ま
で
続

く
。
前
回
、
日
本
は
予
選
で
敗
退
し
た
。
初
の

日
本
開
催
で
あ
る
。
世
界
の
強
豪
を
相
手
に
頑

張
っ
て
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
ま
で
勝
ち
抜
い

て
貰
い
た
い

二
ノ
湯
議
員
、
今
年
も
文
人
展
に
出
品

今
回
の
作
品
は
新
元
号
に
因ち

な

ん
で
令
和

「新政経懇話会」入会のお願い
「新政経懇話会」では、機関紙「えとす」の発行を
はじめ、二ノ湯さとしの政治活動をご支援いただける
会員を募集しております。
是非、二ノ湯さとしの政治理念と主張にご賛同
いただき、ご入会下さいますようお願い申し上げ
ます。

新政経懇話会
年会費　1口1万円

入会申込・お問い合わせ先
二ノ湯さとし事務所　☎075-315-2228

亀
岡
市
長
選
挙
は
、
来
た
る
10
月
13
日
告
示
、

同
20
日
投
開
票
の
予
定
で
執
行
さ
れ
る
。
現
職

の
桂
川
孝
裕
市
長（
56
）が
、「
市
民
力
で
未
来
を

拓
く
」、「
健
康
・
環
境
・
観
光
・
多
文
化
共
生

の
ま
ち
亀
岡
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
再
選
出
馬
を
決

意
し
、
自
民
党
亀
岡
支
部
に
推
薦
依
頼
が
出
さ

れ
た
。
支
部
で
、
4
年
間
の
実
績
を
検
討
し
た

結
果
、
異
論
な
く
府
連
に
推
薦
を
申
請
す
べ
き

だ
と
決
定
し
た
。
京
都
府
連
で
は
、
支
部
の
意

向
を
尊
重
し
、桂
川
市
長
の
推
薦
を
決
定
し
た
。

第
73
回
文
人
展
が
、
京
都
府
立
文
化
芸
術

会
館
で
開
催
さ
れ
た
。
二
ノ
湯
智
参
議
院
議
員

の
今
年
の
出
品
作
は
、
新
し
い
元
号
の
出
典
と

言
わ
れ
て
い
る
万
葉
集
か
ら
引
用
「
初
春
の
令

和
に
し
て
、
気
淑よ

く
風
和
ら
ぐ
」
に
し
た
。
書

道
に
親
し
ん
で
、
か
れ
こ
れ
10
年
。
少
し
も
進

歩
の
跡
が
見
ら
れ
ず
、
相
変
わ
ら
ず
悪
筆
で
あ

る
。
し
か
し
、
継
続
は
力
な
り
と
自
分
に
言
い

聞
か
せ
て
、性
懲
り
も
な
く
取
り
組
ん
で
い
る
。

自民党京都府連
「政経文化懇談会」のご案内

TEL075-315-2228　FAX075-315-2310
☆お問合せ、お申し込みは二ノ湯さとし事務所まで

夏の参議院選挙では、天候不順の中、府下各地
で西田昌司候補の為に温かいご支援を賜りまして
厚く御礼を申し上げます。皆様の御蔭で、西田氏は、
堂々たる得票で3選を果たすことが出来ました。私
も選挙対策本部長としての責任を果たすことが出
来ました。有難うございました。
さて、今年も恒例の「政経文化懇談会」を開催致
します。是非ともご協力下さいますようお願い申し
上げます。

◆日時　令和元年11月17日（日）

◆場所　国立京都国際会館（京都市左京区宝ヶ池）

・時局講演会　メインホール（午後1時～）
講師：外交評論家　宮家邦彦先生

キャノングローバル戦略研究所 研究主幹
外交政策研究所 代表

・懇親パーティー　アネックスホール（午後2時30分～）

◆会費　3万円


